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善
意
の
寄
付

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
株
式
会
社
Ｋ
Ｄ
Ｐ
南
大

阪
営
業
所(

東
口
秀
利
所

長)

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
用
と
し
て

フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
２
０
０
個

(

４
万
円
相
当)

◆
株
式
会
社

グ
リ
ー
ス(

紀
之
定
勝
代
表
取

締
役
社
長)

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
用
と

し
て
除
菌
消
臭
ミ
ス
ト
ス
プ

レ
ー
計
５
０
０
本(

66
万
２
５

０
０
円
相
当)

◆
９
月
の
か
い
づ
か
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
は
、
２
９
０
５

件
で
、
金
額
は
５
０
３
９
万

２
０
０
０
円
で
し
た
。

新
し
い
町
会
長
の
ご
紹
介

　

９
月
30
日
ま
で
に
届
出
い

た
だ
い
た
か
た
を
ご
紹
介
し

ま
す
。(

敬
称
略)



府
営
貝
塚
久
保
住
宅
自
治

会
＝
大
角
誠

Ｋ
Ｉ
Ａ
二
色

浜
宿
舎
自
治
会
＝
横
山
健
次

問
合
せ
先　

広
報
交
流
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２

３
０

　

漏
水
の
簡
単
な

  

見
つ
け
か
た

　

水
道
管
の
漏
水
を
発
見
す

る
に
は
、
全
て
の
蛇
口
を
閉

め
、
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
部
分
を
見
て
く
だ
さ
い
。

回
っ
て
い
な
い
と
き

　

漏
水
箇
所
は
あ
り
ま
せ

ん
。

回
っ
て
い
る
と
き

　

漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
業
者
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
少
量
の
漏
水
の
場
合
は
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
回
り
ま

せ
ん
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
見
続
け

る
か
、
ま
た
は
全
て
の
蛇
口
を

閉
め
て
か
ら
一
定
の
時
間
を
お

い
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
右
側
の
１

㍑
・
10
㍑
の
針
に
動
き
が
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
中
や
床
下
な
ど
の
発
見
困

難
な
場
所
で
の
漏
水
に
つ
い
て

は
、
料
金
の
一
部
を
減
額
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

水
道
サ
ー
ビ
ス
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
１
４

０女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

 　

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

◆
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

パ
ー
プ
ル
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

日
時　

11
月
12
日(

木)

日
没
後

～
明
朝
ま
で

場
所　

貝
塚
市
役
所
正
面
玄

関
・
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど

問
合
せ
先　

市
人
権
政
策
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
１
６

０
、
府
男
女
参
画
・
府
民
協
働

課
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
３
２

１

　

野
外
焼
却
行
為
を

　

や
め
ま
し
ょ
う

 

　
家
庭
ご

み
や
廃
棄

物
の
野
外

焼
却(

野

焼
き)

は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
業
活
動
や
慣

習
的
な
も
の
な
ど
は
例
外
で

す
が
、
煙
や
悪
臭
の
発
生
に

よ
り
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

風
向
き
や
作
業
時
間
、
焼
却

物
を
十
分
乾
燥
さ
せ
る
な
ど

の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課　

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
１

８
６

 　

PM
　

2.5
に
ご
注
意
！

 

　
PM

 

2.5
は
、
大
気
中
に
含
ま

れ
る
非
常
に
微
細
な
粒
子
で
、

そ
の
た
め
肺
の
奥
深
く
ま
で

入
り
や
す
く
、
長
期
的
に
一

定
濃
度
以
上
吸
引
す
る
と
、

呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
な
ど

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
11
月
～
翌
年
5
月
に
か
け

て
は
、
黄
砂
な
ど
の
影
響
で

高
濃
度
に
な
り
や
す
い
時
期

で
す
。
高
濃
度
に
な
る
と
予

測
さ
れ
た
場
合
、
市
で
は
防

災
行
政
無
線
で
注
意
喚
起
を
行

い
ま
す
。
注
意
喚
起
時
は
、
屋

外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動

や
不
要
不
急
の
外
出
を
で
き
る

だ
け
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
環
境
衛
生
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
１
８
６
、

ID
１
７
６
１
７

 

自
転
車
を
利
用
さ
れ
て

 

い
る
か
た
へ

　

大
阪
府
で
は
11
月
を
「
駅
前

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
「
自
転
車
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
強
化
月
間
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

悪
質
な
自
転
車
利
用
者
に
よ

る
交
通
事
故
や
交
通
違
反
、
放

置
自
転
車
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
よ
り
安
全

で
快
適
な
街
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

道
路
公
園
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
３
４
０

11
月
は
大
阪
府
産
業
廃
棄
物
不
適
正
処
理

防
止
推
進
強
化
月
間
で
す

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
、
崩
れ
そ
う
な
ほ
ど
に
積
み
上
げ
る

野
積
み
、
不
法
投
棄
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
な
ど
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
に
は
、
日
頃

か
ら
適
正
に
土
地
な
ど
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
は
管
理
を
徹
底
し
、
野
積
み

や
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
　
府
泉
州
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
環
境
指
導
課

☎
０
７
２
・
４
３
９
・
３
６
０
１

NO

 

空
き
家
無
料
相
談
会

　

お
持
ち
の
空
き
家
を
売
り
た

い
、
貸
し
た
い
、
ま
た
土
地
の

境
界
な
ど
の
こ
と
で
お
困
り
ご

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

専
門
家
で
あ
る
宅
建
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
が
対
応
し
ま
す
。

日
時　

11
月
24
日(

火)

午
後
１

時
～
４
時(

１
組
30
分
程
度)

場
所　

職
員
会
館
多
目
的
室

定
員　

４
組(

要
予
約
・
定
員

に
な
り
次
第
締
切)

費
用　

無
料

※

い
ず
れ
も
予
約
者
を
優
先
し
、

当
日
相
談
も
受
付
け
ま
す
。

予
約
・
問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７

２
１
４

貝
塚
市
空
き
家
バ
ン
ク
へ

登
録
し
ま
せ
ん
か

　

売
買
や
賃
貸
な
ど
空
き
家
の

利
活
用
を
お
考
え
の
か
た
、

「
貝
塚
市
空
き
家
バ
ン
ク
」
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
。

　

登
録
さ
れ
る
と
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
全
国
版
・
大
阪
版

空
き
家
バ
ン
ク
ペ
ー
ジ
に
情
報

を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
空
き
家

を
お
探
し
の
か
た
に
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２
１

４

事業系ごみの処理責任と処理方法

市ホームページで
チャットボットによる案内を開始

　事業系ごみとは、事業活動に伴って排出される廃棄物のことです。事業活動には、

会社や飲食店などの各種店舗、事務所、作業場、病院など営利を目的とするものだ

けでなく、学校などの公共施設も含まれます。

　事業系ごみは、法律の定めにより、自らの責任において適正に処理しなければな

らず、家庭系ごみ置き場に排出することはできません。

　廃棄物には、一般廃棄物と産業廃棄物があり、岸和田市貝塚市クリーンセンター

で処理できるものは、一般廃棄物のみです。

　事業系ごみ(一般廃棄物)は次の方法で処理してください。

①岸和田市貝塚市クリーンセンターへ自ら搬入する。

（70㎏まで1,000円　70㎏超10㎏ごと120円：４月１日現在）

②貝塚市が許可する一般廃棄物収集運搬許可業者に収集運搬処分を依頼(有料)する。

【貝塚市の事業系一般廃棄物収集運搬許可業者】

橋本金属(有)☎072－431－3495(小瀬93-１)

阪南設備工業(株)☎072－422－0568(堀３-14-６)

※依頼の際は、収集運搬費用とごみ処分手数料が必要です。

問合せ先　廃棄物対策課☎072－433－7009

犬やネコなどペットのフンのあと始末は、飼い主が責任を持って行いましょう！

　市民のみなさんの利便性向上のため、手続きなどに関
するよくある質問への回答を、これまでの市ホームペー
ジへの掲載に加え、文字の対話形式で自動応答する
チャットボットによる案内を10月から開始しました。
　チャットボットは、様々な問合せに対して、最適な回
答を案内する仕組みで、パソコンやスマートフォンから、
24時間いつでも利用できます。
利用方法　市ホームページの画面の左下に表示される
「教えて！つげさん」のバナーを選択し、知りたい情報
を 選 択 し た り 、
キーワードを検
索してください。

問合せ先　情報統計課☎072－433ー7235、ID：28520

ここを選択

パイロット

広告


